
丹

波

貿

_
志

鍾

l
t
位

置

シ

ヅ

シ

褒
志
鑓
乳
洞
は
京
都
府
下
池
井
郡
三
宮
村
字

質

志

小

オ
ホ
ポ
ケ

字
大

層

三

十
二
番
地
固
有
地
内
に
あ
わ
で
'
山
陰
線
綾

部

輝
の
兼
南
兼
三
度
も
下
山
の
西
北
西
二
度
五
'
胡
麻

の
北
西
四
里
の
地
に
あ
り
｡

園
部
輝
よ
り
至
ら
ん
に
は
綾
部
に
向
ひ
略
直
線
的

(

北
五
十
度
閏
)
に
敬
逢
せ
る
谷
を
迫
す
る
桶
知
出
荷
道

を
進
む
こ
ビ
六
里
に
し
て
三
宮
村
に
至
る
.
之
よ
り
北

西
に
距
る
約
三
十
町
質
志
部
落
の
轟
-
る
苧

)
ろ
に
'

稗
道
は
二
同
大
轡
曲
し
て
榎
峠
に
か
～

る
｡
此
の
第

一

の
轡
曲
よ
-
南
酉
に
村
道
を
離
れ
高
屋
川
の
支
流

(
質

志
谷
を
南
光
ーこ
流
下
す
る
も
の
)
の
最
上
流
部
を
翻
る

こ
げ
二
J町
に
し
て
水
源
あ
-
､
水
源
は
鍾
乳
洞
の
下
部

もこ
任
し

一
の
伏
流
な
-
.

湧
水
は
冬
季
に
あ
-
で
も
渦
渇
す
る
こ
ど
な

-
.
叉

丹
波
貿
誠
組
乳
洞

乳

洞

(
固
版
第

一
版
附
)

蒼

塚

康

治

郎

夏
季
に
あ
ゎ
で
は
冷
き
こ
ビ
沿
道
随

T
に
し
て
'
従
来

通
行
者
に
質
用
せ
ら
れ
た
-
｡
只
奥
升
後
地
震
の
際
は

賛
褐
色
に
著
し
-
混
濁
L
容
易
に
回
復
せ
ざ
わ
し
笠
石

ふ
.
鋸
乳
洞
は
永
坂
の
南
々
西
に
皆
-
之

よ
上
向
き
こ

ビ
官
二
十
米
許
の
地
鮎
に
あ
-
0

二
つ
蔑
見
の
次
第

①

口

碑

往
年
洞
内
にこ
犬
}J
難
だ
を
放
て
る
に
犬
は
生
死
不
明

な
れ
./U
も
郊
の
み
は
西
北
西
四
粁
振
れ
る
大
原
醐
敢
境

内
に
出
で
鳴
け
-
}J
P
此
よ
･il
し
て
大
原
御
社
ま
で
迎

れ
る
大
洞
窟
な
ら
む

だ0

⑦

贋
志
部
落
民
の
注
意

先
年
辻
村
七
重

二
之
助
な
る
者
風
穴
な

-
亡
で
茸
種

貯
蔵
に
利
用
せ
む
ビ
企
固
せ
L
も
､
洞
内
暗
累
且
洞
門

の
極
め
て
狭
瞳
な
ら
し
馬
め
蓬
に
利
用
す
る
にこ

至
ち
ぎ

登

六
五



地

球

S
+
*

九
ソ
き

0
又
現
在
の
空

室
に
入
洞
せ
る
者
あ
?
て
､
多
数
の

鎗
乳
石
を
児
た
か
も
P
氷
砧
だ
韻
熟
し
何
等
注
意
を
惹

起
す
る
七
至
ら
ざ
ら
き
｡

周

蔵

児

昭
和
二
年
十

3
月
三
宮
柑
早
戸
津
川
後
藤
奥

山
な
る

蒐
師
､
何
題
郡
綾
部
町
山
情
辰
減
外

1
名

だ北
玉

銃
放

心
出
で
.
迫

へ
る
狐
の
通
人
せ
る
を
認
め
撃
っ
て

洞

内
.u
至
る
も
鮎
の
行
方
は
知
ら
れ
ざ
-
L
が
.
鹿
乳
石

の

美

し
-
下
垂
せ
る
を
児
た
ら
｡
然
れ
ど
も
磯
風
者
は

之
を
種
に
利
を
稗
ん
だ
ロ
を
繊
し
語
ら
ざ
･Jl
き
O

漸
次
噂
は
高
ま
り
接
に
昭
和
三
年

.1
月
二
十
五
日
村

長
北
村

一
義
氏
小
撃
校
長
的
場
正
三
両
氏
入
洞
､
第
二

宴
ま
で
探
検
し
石
衣
洞
な
る
を
確
か
む
｡
噂
は
忽
ち
旗

那
-
二
十
六
日
に
は
入
洞
窟
噂
加
し
､
且
は
鍾
乳
石
を

横
型
す
る
者
さ
へ
あ
･C,だ
て
'
賀
意
置
民
の
監
親
を
要

す
る
にこ
至
れ
ち
O

三
､
附
近
の
地
質

所
謂
沖
波
高
原
秩
父
古
生
暦
地
域
に
し
て
角
倉
賢
岩

解

f
髄

突

六
六

輝
線
凝
悉

石
屠
磐

石
等
種
瓦
暦
す
｡
角
卦
は
基
楓
色
に

し
て
軽
骨
面
著
し
-
明
瞭
に
し
て
走
向
斜
傾
度
鉾
陀
b

k
J経
も
'
摺
州
都
塘
路
だ
し
-
鍵
化
に
富
む
｡
只
北
東

部
に
あ
ら
で
は
'
大
焼
栗
花
束
よ
り
耽
々
粟
に
走
り
北

西
に
三
十
度
乃
至
六
十
度
の
傾
斜
を
示
す
｡

貢
岩
は
露
出
少
-
角
岩
の
如
-
成
層
而
明
瞭
な
ら

ず

し
て
著
し
-
風
化
す
｡
走
向
傾
斜
角
岩
に
似
た
れ
で
も

傾
斜
は
概
し
て
急
な
･Jl
｡
炭
質
頁
岩
は
露
出
甚
だ
狭
-

厚
さ
数
寸
よ
り
数
尺
に
止
ま
る
｡
只
質
志
部
落
の
中
央

部
街
道
筋
の
河
床
に
は
珊
分
布
戯
-
､
磯
岩
嚢
に
し
て

桜
数
寸
を
有
す
る
角
激
を
含
む
.
断
層
磯
岩
を
恩
は
し

む
る
も
の
あ
り
｡

輝
線
数
次
岩
は
分
布
最
も
贋
-
'
南
西
部
に
あ
ら
で

は
質
志
部
落
の
中
部
よ
り
､
牝
文
部
は
同
部
落
の
轟
-

る
ど
こ
ろ
よ
り
榎
峠
に
至
る
ま
で
p
荷
造
沿
線
粂
部
を

育
め
､
石
衣
岩
を
随
伴
す
｡
然
し
て
北
東
部
は
節
班
著

し
-
教
達
し
､
且
風
化
著
し
-
線
色
の
も
の
も
表
面
赤

褐
色
を
量
し
､
地
質
構
造
上
著
し
き
鼻
動
あ
が
L
聖
不

す
｡
南
西
部
鍾
乳
洞
附
近
の
も
の
は
背
衣
線
色
を
島
L

風
化
も
叉
前
者
の
如
-
な
ら
ず
｡
両
者
典
に
片
班
を
有
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A :一呼九･TA鯛t'

甘
栗
を
示
し
'
紡
錘
虫
科
の
も
の
を

含
む
外
海
官
金
の
葦
部
ブ
-
オ
ゾ
ア

等
の
化
石
を
も
含
有
す
｡

四
､
鍾
乳
洞
の
発
達
牡
る

石
灰
岩
塊
(
地
質
閲
参
照
)

分
布
庚
か
ら
す
し
て
北
々
酉
よ
ゎ

南
々
兼
に
亘
る
.

レ
ン
ズ
状
を
L..す

走
向
傾
斜
又
不
規
則
L･{
わ
｡
四
官
米

嵩
距
に
於
け
る
洞
門
よ
･｡
約
五
米
韓

ぢ
上
れ
ば
､
北
西

-
爾
来
に
走
れ
る

断
静
雄
岩
を
見
ら
る
｡
石
衣
岩
､
角

碧
'
輝
線
凝
友
岩
の
砕
片
よ
-
成
り

す
み
摺
砕
岩
掌

C,ビ
経
も
前
者
は
細
粒
な
ら
｡
後
者
は
-

肉
眼
的
に
は
火
成
岩
状
を
量
L
t
長
石
の
大
晶
散
乱
し

.i
見
斑
岩
状
を
豊
す
｡
熟
れ
で

も
各
粒
子
層

梓
性
に
し

て
.
火
山
次
の
集
合
写
る
を
示
す
｡
叉
方
解

石
の
二
次

的
成
生
め
-
｡
特
に
後
者
に
あ
-
で
は
共
成
壁
落
し
-

表
面
に
鞭
乱
せ
る
ル
白
斑
は
骨

方
解
石
な
･D
｡

石
灰
岩
は
決
灰
色
を
量
し
其
走
向
北
々
兼
よ
も
死
罪

什
地
質
志
鉦
乳
胴

巾
'
二
光
に
し
て
石
衣
岩
塊
を
横
断

す
り

然
し
て
部
分
的
に
此
の
磯
岩
だ
石
衣
倉
亡
の
接
衝

を
見
る
時
は
､
走
向
傾
斜
著
し
-
担
化
に
富
む
と
雄
も

金
鰹
ビ
し
て
尭

二
十
度
酉
の
走
向
竪
不
し
南
西
四
十
度

乃
至
六
十
度
傾
斜
す
｡

五
t.鍾
乳
洞
(見
取
固
塵
照
)

1
､
形
状
及
太
さ

l
洞
内
は
甚
だ
狭
-
延
長
甘
二
十
米
.お
迎
え
サ
バ

洞
門

宅

六
七



■-
一

鍾 乳 洞 Ji 取 囲

･'1 3._rAγ一,L

*
+
*

及
四
室
に

分

る
｡
洞
門
は

狭
き
裂
醇

に
し
て
､

巾
〇
､
八

米
高
さ

1

釆
延
長
四

米
に
遷
し

其
方
向
商

八
十
度
酉

に
し
て
､

西
南
に
二

光
下
る
｡

第

一
審

北
二
十
度

西
の
方
向

に
亘
れ
る

室
に
し
て
二

二
十
五
度
の
傾
斜
に
て
十
九
来
下
も
､
底

節

丁
戟

荒

天
八

部
LI
逢
す
｡
斜
下
部
は
巾
三
光
.

高
さ
四
米
'
底
部
は

長
篠
九
光
二
､
短
種
四
米
､
高
さ
入
来
に
及
び
'
大
鰻

杓
子
状
を
な
す
｡

第
二
露
､
第

一
宴
の
底
部
北
西
抽
よ
-
酉
に
四
米
の

問
三
光
許
の
高
さ
ま
で
上
ち
箪
二
室
に
至
る
｡
又
北
端

よ
り
直
接
饗
ぢ
上
る
通
路
あ
れ
ぎ
も
甚
だ
狭
除
t･b-
0

第
二
宴
は
巾
十
朱
､
長
㌻
十
五
来
､
高
さ
四
米
に
及
ぶ

宴
な
れ
.̂JJ
も
､
大
な
る
岩
塊
輯
落
し
て
飴
-
戯
か
ら
す

第
三
室

､
第
二
宝
輪
よ
-
低
下
す
る
舵
洞
を
種
す
る

も
の
に
し
て
.
上
中
下
三
部
に
分
た
る
｡

(上
部
)第
二
審
面
に
蒔

き
高
さ
十
五
米
許
よ
-
下
方

に
開
き
八
十
度
の
傾
斜
に
て
'
直
下
二
十
三
米
人
に
及

び
p
程
六
米
､
下
車
は
針
金
梯
子
に
て
欝
ぢ
下
る
を
糧

(
中
部
)上
部
に
次
ぎ
宙
十
度
酉
ノ
方
向
に
酉
に
下
る

此
間
入
来
'
傾
斜
六
十
度
｡

(
下
部
)中
部
に
次
ぎ
十

1
光
覚

ノ
方
向
に
下
る
｡
其

の
傾
斜
六
十
度
｡

第
四
盗
､
筋
三
笠
の
下
部
中
部
の
助
よ
h
南
三
十
度

酉
の
方
向
に
南
西
に
入
る
こ
三

1米
､
之
よ
ril
南
二
十

度
東
の
方
向
'
甫
五
十
度
問
の
方
向
､
等
に
入
る
梨
櫨



部
に
し
て
､
品
等
は
漸
次
上
昇
し
て
'
第
三
室
上
部
に

あ
る
横
洞
に
述
糖
す
る
も
の
な
ら
む
も
下
乗
だ
探
検
せ

ら
れ
す
｡

2
､
腐
乱
石
石
覇
及
石
柱

是
等
の
聴
蓮
せ
る
は
第

一
第
二
両
軍
に
止
ま
る
｡
特

に
第

1
宴
に
は
美
は
し
き
も
の
多
数
あ
り
｡

①

鍾

乳

石
(版
固
第

1
版
上
岡
'
下
同
塵
照
)

鍾
乳
石
に
は
其
形
二
種
あ
-
｡

1
は
固
錐
状
の
も
の

一
は
卒
板
状
の
も
の
.
之
な
り
｡
前
者
は
第

1
及
第
二

重
の

1
部
に
牒
蓮
著
し
-
'
中
央
に
孔
を
有
L
t
同
心

的
圃
職
を
有
す
る
も
の
に
て
'
垂
直
に
下
垂
L
t
之
等

の
成
生
後
洞
壁
の
塵
位
聖

不
さ
す
O
後
者
は
厚
さ
二
糎

内
外
､
頗
さ
三
十
糎
二
十
糖
内
外
の
も
り
多
く

洞
壁

よ
り
突
出
し
て
障
壁
様
を
な
せ
ゎ
｡
其
の
蚊
面
上
に
は

平
行
な
る
縦
線
多
数
あ
わ
て
､
岩
鰻
の
裂
醇
に
油
ひ
て

鐘
成
せ
る
空
不
L
p
決
し
て
鍾
乳
板
に
は
孔
を
謎
め
や

此
の

1
程
に
し
て
第

l
笠
の
初
め
,i
聴
連
す
る
も
ーの
は

下
縁
に
妊
状
物
並
列
⊥
商
状
を
毒
す
｡
五
官
羅
漢
だ
栴

す
る
部
は
'
圃
鎌
状

飾
乳
石
の
大
小
多
種
集
金
せ
る
恕

以
て
名
づ
-
｡

丹
汲
解
法
鐙
軌
胴

◎

石

箱

石
覇
は
第

一
宴
底
部
に
多
-
磯
遷
せ
･C,｡
其
の
形
状

よ
り
地
織
坂
､
六
地
減
'
子
安
地
裁
'
二
見
岩
等
ビ
命

名

せ
ゎ
.
就
中
二
見
岩
は
大
な
る
も
の
に
し
て
.
周
囲

一
光
玉
に
及
ぶ
｡

①

石

柱
(
同
版
第

一
版
上
同
塵
照
)

石
柱
は
竺

室
の
み
に
敬
達
し
､
郡

が

撃

ヒ鵬
鮮

椙

だ
挿
し
就
中
賛
金
杜
は
大
に
し
て
.
周
二
光
長
さ
正
米

に
達
す
｡

3
､
落
磐
及
乾
海

鮮
磐
は
蚤
洞
通
じ
て
著
し
か
ら
や
｡
只
第
三
室
に
あ

ら
で
は
断
層
角
磯
岩
の
珊
大
な
る
も
の
あ
わ
O
風
化
に

ょ
る
粘
土
堆
積
し
而
か
も
陰
鳩
に
し
て
'
歩
行
困
難
L･1

ち
.
始
終
水
耐
落
下
し
泥
揮
足
部
を
捜
す
筋

1
節
二
同

室
に
は
石
衣
岩
片
を
敷
き
歩
行
に
優
せ
り
｡

欠
､
成

因

附
近
の
地
質
調
沓
充
分
な
ら
ざ
る
も
健
乳
洞
田
近
小

域
に
つ
き
で
見
れ
ば
'
其
の
走
向
傾
斜
著
し
-
擾
乱
せ

も
｡
叉
第
二
'
欝
三
､
両
室
の
洞
壁
に
は
断
層
磯
岩
を

随
伴
す
｡
第
三
宴
底
に
て
石
衣
岩
W
の
接
面
北
七
十
度

克

六
九



地

球

第
十
噂

西
､
西
北
五
十
度
の
傾
斜
を
墨
す
｡
洞
内
に
で
は
同
塵

岩
の
垂
鰭
だ
し
て
の
方
向
を
知
る
能
は
ざ
る
も
..
洞
外

に
於
て
見
れ
ば
北
二
十
度
問
､
南
西
に
四
十
度
乃
至
六

十
度
の
傾
斜
を
な
し
､
第

1
室
の
方
向
も
亦
之
に

1
致

せ
-
0
是
等
の
軍
資
よ
り
見
れ
ば
'
同
慣
域
に
あ
ら
で
は
断

層
塵
岩
の
示
す
方
向
に
平
行
せ
る
射
線
あ
-
て
､
浸
潤

せ
る
水
の
薦
め
此
の
崩
線
に
沿
ひ
て
石
衣
岩
は
溶
解
し

去
ら
れ
.
漸
次
峯
洞
は
戯
め
ら
れ
､
蓬
に
洞
窟
を
鐘
成

せ
し
も
の
な
ら
む
〇

七
､
現
在
の
施
設

質
志
置
民

1
致
し
て
種
々
の
施
設
を
な
す
.

①

洞
内
'
洞
門
は
厨
を
附
し
案
内
な
-
で
は
出
入

し
串
ら
れ
す
｡
叉
第

一
第
二
両
宴
に
は
石
衣
岩
井
を
数

万
歩
行
に
促
し
､
第

一
宴
の
斜
下
部
に
は
丸
木
段
を
､

第
三
宴
に
は
上
部
二
十
三
光
八
の
間
針
金
磯
子
を
設
け

昇
降
に
便
せ
-
0

◎

洞
門
附
逝

現
在
石
衣
岩
の
突
冗
た
る
露
出
あ

節

叫
班

も

C
I

七
〇

か
千
番
ろ
殺
底
魚
の
翫
乱
れ
.,W
も
､
軒
埠

二
相
.Q｡
酢
水

を
伐
探
し
.
之
に
換
ふ
る
に
榛
樹
数
千
本
を
植
林
L
t

以
て
風
致
を
添
へ
む
ビ
計
婁
し
っ
ゝ
ゐ
･E
l｡

③

大
桐
､Y
洞
内
陰
漏
且
泥
浮
の
蔑
め
丹
波
の
タ
デ

カー
可
ビ
揮
す
る
坑
内
者
の
加
き
上
下
衣
を
作
-
'
大
網

者
に
仮
す
｡

置
民
英
内
臓
燭
並
タ
チ
カ
ケ
使
用
料
七
七

で

一
人
金
三

十
億
宛
を
徴
集
す
｡

八
､
結

⊥
嘗

延
長
百
二
十
米
を
超
え
ず
規
模
甚
だ
小
に
し
て
既
に

知
ら
れ
た
る
も
の
ど
此
屑
す
る
に
足
ら
ず
ビ
錐
も
.】
伏

流
よ
-
見
れ
ば
探
検
に
よ
ゎ
或
は
洞
内
は
延
長
す
る
見

込
あ
ら
｡
然
か
の
み
な
ち
す
第

一
七
第
二
両
垂
に
は
鍾

乳
石
~
石
衝
及
石
基
の
菜
は
し
き
も
の
多
数
あ
わ
て
､

某
郡
府
下
は
勿
葡
'
近
隣
に
か
ゝ
る
天
工
物
の
あ
る
を

未
だ
聞
か
ざ
れ
ば
'
特
に
保
護
を
加

へ
以
て
そ
の
破
蟹

を
防
止
し
永
-
偲
春
す
る
の
箪
あ
る
ペ
七
｡
(
鍾
)


